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一
郎

（八
十

一
期
）

令
和
６
年
６
月
１４
日

（金
曜
日
）
、
日
黒
川
沿
い
に

あ
る
ホ
テ
ル
ロ
黒
雅
叙
園
東
京
に
お
い
て
総
会
及
び
記

念
式
典
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
２０
数
年
に
わ
た

つ
て

総
会
が
開
か
れ
て
い
た
目
白
椿
山
荘
か
ら
目
黒
に
移

っ

た
わ
け
で
あ
る
。

東
京
に
は
江
戸
の
昔
か
ら
５
色
不
動
と
い
わ
れ
る
不

動
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
日
黒
、
日
白
は
言
う
に
及
ば

ず
目
赤
、
日
黄
、
日
青
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
信
仰
を
あ

つ

め
て
い
る
。

１７
時
３０
分
、
小
林
伸
久
東
京
桑
野
会
副
会
長

（８４
期
）

の
司
会
に
よ
り
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
桜
井
淳
東
京

桑
野
会
副
会
長

（７８
期
）
の
開
会
の
辞
の
後
、
物
故
会

員

へ
の
黙
祷
。
つ
づ
い
て
来
賓
の
紹
介
で
す
。

学
校
長
森
下
陽

一
郎
先
生
、
安
積
桑
野
会
会
長
笠
間

義
裕
氏

（８４
期
）
、
校
内
幹
事
長
渡
部
正

一
先
生

（９５

期
）
、
安
積
歴
史
博
物
館
館
長
橋
本
文
典
氏

（８４
期
）
、

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
船
山
隆
先
生

（
７３
期
）
、
関

西
桑
野
会
元
会
長
鈴
木
直
先
生

（７７
期
）
、
関
西
桑
野

会
事
務
局
長
名
木
榮

一
氏

（８２
期
）
、
東
京
花
か
つ
み

会
会
長
佐
久
間
裕
子
様
、
同
じ
く
副
会
長
橋
本
良
子
様
、

同
じ
く
副
会
長
毛
塚
貴
子
様
。
今
日
の
記
念
講
演
講
師

の
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
矢
吹
晋
先
生

（７０
期
）
と

記
念
総
会
に
ふ
さ
わ
し
く
華
や
か
で
あ

っ
た
。

つ
づ
い
て
議
事
に
移
り
議
長
に
佐
藤
重
夫
東
京
桑
野

会
副
会
長

（７９
期
）
を
選
ん
で
、
会
務
報
告
、
決
算
予

算
報
告
も
滞
り
な
く
進
み
、
浅
川
章
会
長
の
続
投
も
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

浅
川
会
長
の
挨
拶
は
極
め
て
短
く
、
「と
に
か
く
若

い
人
の
参
加
が
と
て
も
少
な
い
女
性
は
誰
も
来
な
い
。

こ
れ
で
は
１
６
０
周
年
の
展
望
も
難
し
い
。
１
５
０
周

年
を
目
指
し
て
知
恵
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
」

一
同
納

得
の
言
葉
で
あ

っ
た
。

総
会
も
無
事
終
わ
り
、
つ
づ
い
て
母
校
創
立
１
４
０

周
年
記
念
式
典

へ
と
移

っ
た
。

司
会
を
上
石
利
男
元
幹
事
長

（８０
期
）
が
務
め
、
記

念
事
業
実
行
委
員
長
の
和
田
正
哉
東
京
桑
野
会
副
会
長

（
７７
期
）
が
記
念
式
典
代
表
挨
拶
を
行

っ
た
。
記
念
事

業
に
か
か
わ

っ
た
会
員
各
位
に
感
謝
の
弁
を
述
べ
た
の
　
５０

で
あ
る
。
大
矢
真
弘
東
京
桑
野
会
副
会
長

（８８
期
）
に

よ
る
校
歌
指
導
で
全
員
大
き
な
声
で
斉
唱
し
た
。
武
漢

ウ
イ
ル
ス
下
で
は
声
も
出
せ
な
か

っ
た
。
久
し
ぶ
り
で

校
歌
を
歌
え
て
全
員
晴
れ
晴
れ
と
な

っ
た
。

記
念
式
典
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
矢
吹
晋
横
浜
市
立

大
名
誉
教
授

（７０
期
）
に
よ
る
講
演
で
あ
る
。
題
し
て

「数
奇
な
入
来
文
書
の
運
命
～
朝
河
史
学
は
な
ぜ
忘
れ

ら
れ
た
か
」
講
演
冒
頭
で
矢
吹
先
輩
は

「も
う
す
ぐ
戦

後
の
歴
史
教
育
は
根
本
か
ら
変
わ
る
」
と
ぉ
し
や
つ
た
。

な
ぜ
か
世
界
的
な
歴
史
学
者
朝
河
貫

一
博
士

（４
期
）

の
研
究
し
て
き
た
成
果
を
こ
と
ご
と
く
無
視
し
て
き
た

戦
後
の
日
本
の
歴
史
学
者
を
痛
烈
に
批
判
し
た
の
だ
。

大
東
亜
戦
争
は
唯

一
ア
メ
リ
カ
に
の
み
敗
れ
た
。
大
日

本
帝
国
は
連
合
国
占
領
軍
、
実
質
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ

つ

て
三
度
と
ア
メ
リ
カ
に
歯
向
か
わ
な
い
よ
う
に
解
体
去

勢
さ
れ
た
。
そ
の
体
制
に
利
を
見
出
し
た
左
翼
政
治
家
、

企
業
人
、
学
者
、
マ
ス
コ
ミ
を
戦
後
利
得
者
と
い
う
が
、

日
本
の
歴
史
も
全
面
的
に
改
ざ
ん
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

事
実
に
戻
そ
う
と
い
う
正
常
化
対
す
る
抵
抗
も
大
き
か
っ

た
。
彼
ら
に
と

つ
て
利
権
が
無
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た

の
だ
。
そ
の
冴
え
た
る
も
の
東
大
歴
史
研
だ
と
い
う
。

朝
河
貫

一
を
読
ん
で
い
な
い
。



矢
吹
先
輩
は
朝
河
の
研
究
し
た

「ベ
ル
リ
来
航
」
を

は
じ
め

「古
事
記
」

「入
来
文
書
」
を
例
に
挙
げ
事
実

を
追
求
し
た
朝
河
貫

一
の
著
作
を
読
め
ば
、
戦
後
の
覆

さ
れ
た
日
本
の
歴
史
は
正
常
に
戻
る
と
熱
弁
を
振
る
わ

れ
た
。
国
史
を
極
め
る
に
は
朝
河
貫

一
を
読
ま
な
け
れ

ば
だ
め
だ
。
先
輩
の
熱
い
言
葉
に
共
感
す
る
出
席
者
た

ち
。
朝
河
研
究
の
第

一
人
者
の
矢
吹
先
生
の
話
は
説
得

力
が
あ

っ
た
。
私
と
し
て
も
納
得
の
１
時
間
で
あ

っ
た
。

盛
大
な
拍
手
で
講
演
は
終
了
し
た
。

引
き
続
い
て
こ
れ
か
ら
お
楽
し
み
の
祝
賀
会

。
会
食

で
あ
る
。

司
会
は
大
矢
氏
に
代
わ
り
来
賓
祝
辞
は
安
積
桑
野
会

の
笠
間
会
長
。
会
長
の
挨
拶
。
新
入
生
は
１
４
０
期
生

で
あ
る
こ
と
。
中
高

一
貫
校
に
な
る
こ
と
。
寄
付
を
お

願
い
し
た
い
と
率
直
に
述
べ
ら
れ
た
後
、
安
積
に
は
質

実
剛
健
、
文
武
両
道
の
ほ
か
に
開
拓
者
精
神
が
あ
る
と

お
し
や
つ
た
。
な
る
ほ
ど
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
森
下
陽

一
郎
校
長
の
挨
拶
。
中
高

一
貫
教

育
に
は
正
直
プ
レ
ツ
シ
ヤ
ー
を
感
じ
て
い
る
が
、
東
京

の
進
学
校
麻
布

。
開
成
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
安
積
を
目

指
し
た
い
と
。

こ
こ
で
乾
杯
と
な

っ
た
。
音
頭
は
出
席
最
年
長
の
原

信
夫
氏
６４
期
。
懇
談
の
時
間
と
な
り
食
事
が
出
て
き
た
。

今
日
は
。
全
員
着
席
で
フ
レ
ン
チ
の
コ
ー
ス
料
理
で
あ

る
。食

事
の
途
中
で
あ
る
が
関
西
桑
野
会
の
鈴
木
元
会
長

の
挨
拶
。
東
京
花
か
つ
み
会
の
佐
久
間
会
長
の
祝
辞
と

続
い
た
。
食
事
と
な
る
と
酒
な
ど
差
し
つ
差
さ
れ

つ
笑

顔
が
会
場
に
広
が

っ
て
い
く
。

校
歌
、
紫
の
旗
ゆ
く
所
を
腹
の
そ
こ
か
ら
声
を
絞
り

出
し
謳

っ
た
。

１
１
５
期
の
安
孫
子
哲
教
副
幹
事
長
が
紙
芝
居

「注

文
の
多
い
料
理
店
」
宮
沢
賢
治
を
熱
演
、
拍
手
喝
采
。

ま
た
校
内
幹
事
長
の
渡
部
正

一
氏

（９５
期
）
の
安
積
ク

イ
ズ
も
面
白
か

っ
た
。

終
り
に
近
い
と
こ
ろ
で
出
席
若
手
の
紹
介
、

一
番
若

手
が
１
２
７
期
遠
藤
祐
太
朗
く
ん
と
四
家
武
彦
く
ん
。

１
３
３
期
森
大
樹
く
ん
、
も

っ
と
多
く
の
若
手
の
参
集

が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。
私
も
自
戒
を
こ
め
て
老
人
ク
ラ

ブ
に
な

つ
て
若
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
ぬ
よ
う
頑
張
る
。

フ
レ
ー
フ
レ
ー
安
積
。
フ
レ
ー
フ
レ
ー
安
積
。

２１
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な

っ
た
。

安
積
高
校
創
立

１
４
０
周
年
に
想
う
こ
と

東
京
桑
野
会
副
会
長

渡
邊
隆

一
郎

（八
十

一
期
）

昭
和
４０
年

（１
９
６
５

年
）
４
月
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
前
年
の
１０
月
に

終
わ

っ
た
。
時
の
総
理
大
臣
は
佐
藤
栄
作

（自
由
民
主

党
）
。
ア
メ
リ
カ
は
南
ベ
ト
ナ
ム
で
共
産
ゲ
リ
ラ
ベ
ト

コ
ン
と
泥
沼
の
非
共
産
化
代
理
戦
争
に
突
入
。
連
日
、

戦
場
の
悲
惨
な

ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
て
い
た
。

日
本
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
特
需
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

た
。
大
学
と
い
え
ば
昭
和
３５
年
の
安
保
闘
争
以
来
自
治

会
内
で
日
共
系
と
反
日
共
系
の
対
立
が
始
ま

っ
て
い
た
。

そ
ん
な
世
相
の
福
島
県
、
当
時
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は

田
舎
と
い
え
ば
福
島
を
指
し
て
い
た
。
県
の
中
央
に
位

置
す
る
郡
山
の
市
立

一
中
か
ら
創
立
８１
年
目
の
安
積
高

校
に
８１
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。

新
入
生
の
数
は

一
中
出
身
が
１
番
多
か

っ
た
。
ク
ラ

ス
の
１
割
強
は
中
学
の
同
期
た
ち
。
雰
囲
気
は
中
学
の

延
長
だ

っ
た
。
後
の
１
割
強
は
三
中
出
身
、
続
い
て
三
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中
、
四
中
、
五
中
、
小
原
田
中
、
行
健
中
の
面
々
。
そ

し
て
私
か
ら
見
れ
ば
雰
囲
気
の
違
う
郊
外
汽
車
通
学
組
、

本
官
、
須
賀
川
や
ら
熱
海
、
三
春
・
守
山
や
ら
の
面
々
。

し
か
し
こ
の
連
中
が
ず
ば
抜
け
て
優
秀
だ

っ
た
。

担
任
は
野
獣
と
い
う
恐
ろ
し
い
名
の
生
物
の
教
師
で

あ

っ
た
。
柳
沼
弥
重
先
生
の
こ
と
。
俺
た
ち
と
同
年
の

娘
が
い
る
と
同
級
生
か
ら
聞
い
た
。
安
女
の
１
年
生
だ
。

先
生
か
ら
娘
に
は
近
づ
く
な
と
。
こ
の

一
言
で
頭
か
ら

娘
の
姿
は
消
え
た
。

そ
れ
に
し
て
も
ク
ラ
ス
の
級
友
た
ち
は
皆
優
秀
だ

っ

た
。中

学
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い
て
い
た
の
で
、
安
積

で
も
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
き
た
い
と
思
い
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部

へ
入
部
し
た
。
先
輩
か
ら
ブ
ラ
バ
ン
で
は
な
い
吹

奏
楽
部
だ
と
た
し
な
め
ら
れ
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
や

る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
面
白
く
な

っ
て
き
た
。
勉
強
も

そ
こ
そ
こ
に
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
そ
し
て
趣
味
の
映
画
。
こ

れ
で
３
年
間
を
楽
し
く
愉
快
に
過
ご
し
た
。

コ
ン
ク
ー

ル
や
定
期
演
奏
会
も
開
く
こ
と
が
で
き
た
。

１
年
生
の
時
、
通
学
は
下
駄
ば
き
だ

っ
た
。
歩
い
て

３０
分
強

一
中
の
先
が
安
積
だ

っ
た
の
で
歩
き
も
苦
に
な

ら
な
か

っ
た
。
２
年
に
な
り
下
駄
通
学
は
禁
止
と
な

っ

た
。
な
ん
で
も
汽
車
通
学
か
バ
ス
通
学
の
生
徒
が
乗
客

の
足
を
踏
ん
だ
の
が
禁
止
の
理
由
だ
と
聞
い
た
。
ド
ジ

な
生
徒
い
た
も
の
だ
と
憤
慨
し
た
が
、
決
ま

っ
た
規
則

に
は
従
う
と
決
め
て
い
る
。
親
父
に
も
ら

つ
た
革
靴
で

き
ゆ
き
ゆ
と
鳴
ら
し
て
通
学
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
部
室
は
本
館
１
階
の
社
会
科
教
官
室
の

前
、
顧
間
が
日
本
史
の
片
岡
義
和
先
生
。
楽
器
が
古
く
、

新
し
い
楽
器
を
そ
ろ
え
た
く
と
も
金
が
な
い
、
い
い
音

を
出
す
た
め
に
は
最
低
い
い
楽
器
が
必
要
、
自
明
で
あ

る
。
そ
こ
で
生
徒
自
ら
寄
付
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
市
内
の
先
輩
を
訪
ね
た
。
こ
れ
が
問
題
と
な
り

職
員
会
議
が
開
か
れ
た
。
結
果
不
間
と
な

っ
た
が
片
岡

先
生
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。

練
習
場
は
体
育
館
の
傍
に
あ
る
廃
屋
元
校
舎
。
防
音

な
し
窓
は
割
れ
て
冬
は
め
ち
や
寒
か

っ
た
。
思
索
の
森

で
の
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
の
練
習
。
毎
日
が
楽
し
か

っ
た
。

昭
和
４２
年

（１
９
６
７
年
）
の
夏
、
念
願
の
第
１
回

定
期
演
奏
会
を
麓
山
に
あ

っ
た
市
民
会
館
で
開
催
し
た
。

念
願
の
開
催
だ
け
に
卒
業
し
た
先
輩
た
ち
も
大
勢
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
。
満
員
の
観
客
の
前
で
汗
だ
く
で
演
奏

し
感
動
に
ふ
る
え
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
定
期
演
奏
会

は
今
に
続
い
て
い
る
。
令
和
６
年

（２
０
２
４
年
）
６

月
３０
日
の
定
演
は
５６
回
開
催
と
な
り
大
盛
況
で
あ

っ
た

と
聞
い
た
。

映
画
は
洋
画
に
夢
中
に
な

っ
た
。

マ
カ
ロ
ニ
ウ

エ
ス
　
５２

タ
ン
が
大
量
に
公
開
さ
れ

ハ
リ
ウ
ッ
ド
西
部
劇
を
凌
駕

し
て
い
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
映
画
や
イ
タ
リ
ア
映
画

も
魅
了
的
だ

っ
た
。
日
劇
や
郡
映
で
上
映
さ
れ
る
話
題

作
は
見
逃
す
わ
け
も
な
く
金
も
な
い
の
に
よ
く
見
に
行

っ

た
。昭

和
４３
年

（１
９
６
８
年
）
３
月
に
卒
業
し
て
５６
年

の
年
月
が
過
ぎ
た
。
日
本
大
学
芸
術
学
部
映
画
学
科
を

卒
業
し
て
、
映
画
や
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
の
演
出
や
プ

ロ

デ

ュ
ー
ス
を
し
て
６０
歳
で
リ
タ
イ
ア
し
た
。

新
入
生
が
１
４
０
期
生
だ
と
か
。
旧
本
館
は
安
積
歴

史
博
物
館
と
な
り

（そ
れ
も
時
々
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
舞

台
に
登
場
し
卒
業
生
と
し
て
は
感
激
に
む
せ
ぶ
）
、
ま

た
男
女
共
学
と
な

っ
て
黄
色
い
声
が
学
内
に
こ
だ
ま
し

来
年
に
は
中
高

一
貫
校
と
な
る
。
安
積
が
変
わ
る
。
日

本
が
変
わ
る
。
世
界
が
変
わ
る
。

映
画
監
督
も
渡
辺
謙
作
さ
ん

（１
０
２
期
）
、
今
泉

力
哉
さ
ん

（１
１
２
期
）
な
ど
大
活
躍
し
て
い
る
。

将
来
ど
ん
な
才
能
が
出
て
く
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。

映
画
三
味
の
私
自
身
は
と
い
う
と
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
で
あ
る
。

と
い
う
わ
け
で
渡
邊
の
暫
愧
録
の

一
遍
で
し
た
。
カ
ッ

ト
の
声
、
暗
転
、
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
。


